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９０億７，１４９万円の主な事業
平成１

８年度

当初
予算

９０億７，１４９万円の主な事業９０億７，１４９万円の主な事業９０億７，１４９万円の主な事業
　３月定例議会で承認をいただいた「平成１８年度当初予算」は、
次のような項目にそってまちづくりと住民の福祉の充実などのため
に使われます。　　　　　　　　（金額単位：千円　　新規事業）新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

―町の基盤づくり―

―地域環境づくり―

―福祉の充実、健康づくり―

道路台帳の整備

町道１０路線の整備

準用河川の整備

街路灯の管理

２，１００

５１７，６４０

３６，９０５

９，９２０

町道維持補修事業

町営住宅の管理

町営住宅建設の準備

｢島のみなとまちづくり｣協議会の運営　

５１，０６１

１７，８６８

１０，７０３

１７１

ごみ・し尿収集、不燃物処理等

ごみ訪問収集事業

焼却灰処理事業

循環型ごみ処理事業

安定型最終処分場建設

防火水槽建設

消防ポンプ自動車購入

東京都との合同防災訓練の実施

上水道、簡易水道事業

指定ごみ袋無料配布事業

合併処理浄化槽設置の助成

廃タイヤ処理事業

エコクリーンセンター運営事業

千波廃棄物中間処理施設整備

消防団員の活動等

防災行政無線施設整備

防災ガイドブックの作成

１９７

２０，０４０

１０，４６７

１０２，０２６

３６，６９８

４７，６９７

８，１０８

１，８３８

２３８，５１８

３５６

７，３８４

２１，４１６

５７，２８３

２５，０１１

１６，２１０

２，６８３

５０５，８９８

国民健康保険事業

心身障害者の福祉

生きがい活動支援通所事業

保育所の運営

障害者支援事業

児童手当の支給

医療センター医師派遣事業

患者輸送業務委託費

休日・土曜日急病診療事業

けんこうセンターの運営

１，１００，７９０

３４，１６４

３，１５０

３９０，９３０

７５，９８２

６７，２５７

８１，９３０

１，７０４

１３，１６２

３，３１７

介護保険事業　

地域支え合い事業

子育て支援事業

黒潮共同作業所の運営

福祉団体等への助成

ひとり親家庭、乳幼児医療費の助成

医療センター医療機器整備

老人保健医療事業

多目的移送事業

６３４，９８３

１９，２１５

３，２９９

１１，８０２

１１３，００６

１７，１０２

１６，１００

９７０，０００

３，４００
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新

新

新

新

新

新

新

島っ子ネットワーク推進事業

学力向上推進事業

英語教育推進事業　　

つばき小学校体育施設整備

小学校英語教育推進事業

学校教育運営の助成

奨学資金の貸付事業

差木地小学校グランド照明設置

小学校基金活用事業

小中学校コンピュータ

　　　　　ネットワーク推進事業

さくら小学校外構整備

第三中学校校舎耐震診断評定等

社会教育等振興の助成

学校給食の実施

給食調理機器購入

３，９８１

　　

１９，８６５

１３，２３０

１，０５０

２，２２０

１３３，９６６

３，８３３

２４４

９５４

５，８４６

１００，０００

９６

２，４０５

１６，１５２

２，８５３

農業振興の助成

農業共済事業

農業基盤整備促進事業

水産物展示販売施設運営事業　

商工会、観光協会経営基盤の助成

東京愛らんどフェア｢島じまん2006｣

への参加

６，２９４

４，２４６

１８，３６５

５２，３８８

５，３１０

７，４１８

牛乳処理工場への助成

農道の整備

漁場改良事業補助

観光宣伝、諸行事の実施

観光施設の管理

温泉施設の管理

２０，８８０

１８，２３２

３，７５１

２８，３４１

８０，４８８

１２９，６５７

―教育・文化の向上とふるさとづくり―

―活力ある産業づくり―

新

議会だよりの発行

地域安全推進協議会の運営

人材育成事業

ＩＴ化推進事業

１，２１６

１１０

２００

１４，９１４

広報、要覧の発行

友好都市等の交流

農業委員会委員選挙費

ＬＧＷＡＮ事業

６，６４８

２，３４４

２，６１２

２，２０６

―住民参加、行財政づくり―

﹇
概
況
﹈

　

長
期
的
な
マ
グ
マ
の
注
入
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
る
島
全
体
の
膨
張
傾
向
が
継
続
し
て
い

ま
す
。
４
日
か
ら
5
日
に
地
震
が
一
時
的
に

や
や
増
加
し
ま
し
た
が
、
火
山
活
動
に
特
段

の
変
化
は
な
く
、
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。

　

火
山
活
動
度
レ
ベ
ル
は
「
１
（
静
穏
な
火

山
活
動
）
」
で
し
た
。

﹇
地
震
活
動
の
状
況
﹈

　

4
日
か
ら
5
日
に
島
の
東
部
の
深
さ
約
2

〜
3
㎞
を
震
源
と
す
る
微
小
な
地
震
が
や
や

ま
と
ま
っ
て
発
生
し
ま
し
た（
4
日
58
回
、
5

日
14
回
）。島
内
の
震
度
計
で
震
度
１
以
上
は

観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。な
お
、
地
震
の
発

生
に
際
し
て
、
そ
の
他
の
観
測
デ
ー
タ
に
特

段
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
付

近
で
、
地
震
が
ま
と
ま
っ
て
発
生
し
た
の
は
、

最
近
で
は
平
成
16
年
7
月
以
来
で
す
。

﹇
地
殻
変
動
の
状
況
﹈

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
光
波
距
離
計
に
よ
る
観
測
で

は
、
島
全
体
の
膨
張
を
示
す
わ
ず
か
な
伸

び
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

﹇
噴
煙
活
動
の
状
況
﹈

　

伊
豆
大
島
北
西
外
輪
に
設
置
し
た
遠
望

カ
メ
ラ
で
は
、
三
原
山
火
口
か
ら
の
噴
煙

は
観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
（
大
島
測
候
所
☎（
２
）１
４
９
０
）

伊
豆
大
島
の

火
山
活
動
の
解
説

（
平
成
18
年
2
月
）
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町
で
は
、
平
成
18
年
度
上
期
分
の
人
材

育
成
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
林
漁
業
・
観
光
業
・

商
工
業
の
産
業
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
・
花

嫁
対
策
等
将
来
の
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
及
び
住
民
の
生
活
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
国
際
社
会
に
対
応
す
る
人
間
形
成
の
育

成
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

【
対
象
経
費
】

・
国
内
の
先
進
地
視
察
に
要
す
る
経
費
。

・
講
演
会
、
研
修
会
等
の
開
催
及
び
参
加

に
要
す
る
経
費
。

・
後
継
者
育
成
及
び
花
嫁
対
策
に
必
要
な

経
費
。

・
ま
ち
お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
必
要
な
経
費
。

【
対
象
者
】

・
大
島
町
に
１
年
以
上
居
住
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る

意
志
の
あ
る
方
。

・
学
業
の
た
め
に
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い

る
方
。

・
国
内
の
先
進
地
視
察
の
対
象
者
は
、
現

に
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
計
画
が
あ
り
、

そ
の
計
画
遂
行
に
必
要
な
調
査
研
修
な

ら
び
に
事
業
効
果
を
高
め
大
島
町
の
発

展
の
た
め
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す

る
者
。
又
は
、
視
察
実
施
後
、
大
島
町

に
お
い
て
、
観
光
産
業
の
発
展
・
地
域

の
振
興
を
推
進
す
る
た
め
に
１
年
以
内

に
新
た
な
事
業
展
開
も
し
く
は
イ
ベ
ン

ト
の
創
出
等
を
行
な
う
者
と
し
、
事
業

終
了
後
に
そ
の
成
果
を
具
体
的
に
町
長

に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
す
る
。

・
年
齢
は
、
15
歳
以
上
50
歳
未
満
の
者
。

＊
同
じ
世
帯
か
ら
同
一
の
視
察
は
１
名
し

か
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

＊
同
じ
機
関
、
団
体
等
で
同
一
の
視
察
へ

の
参
加
は
5
名
ま
で
。

＊
過
去
2
年
間
に
、
こ
の
事
業
を
行
っ
た

こ
と
の
あ
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

＊
特
定
の
企
業
、
機
関
、
団
体
等
が
内
部

研
修
や
福
利
厚
生
の
た
め
に
実
施
す
る

も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

＊
対
象
者
が
、
過
去
に
補
助
を
受
け
た
事

業
と
類
似
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
補
助
金
額
】

・
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
１
以
内
で
10

万
円
を
限
度
と
す
る
。

【
募
集
期
間
】

・
平
成
18
年
4
月
3
日
（
月
）

　
　
　

〜　

平
成
18
年
４
月
21
日
（
金
）

【
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
】

・
町
長
室
及
び
各
出
張
所
に
所
定
の
申
込

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
左
記
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

町
長
室
振
興
企
画
係
☎（
2
）１
４
４
４

◎
こ
の
事
業
は
平
成
19
年
3
月
31
日
ま
で

に
終
了
し
て
下
さ
い
。

人
材
育
成
事
業（
上
期
分
）参
加
者
募
集

　

㈶
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、平

成
18
年
度
地
域
振
興
に
係
わ
る
補
助
事

業（
上
期
）を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、新
し
い
特
産
品
に
か
か
る
費

用
や
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
、島
お
こ

し
を
担
う
人
材
育
成
事
業
な
ど
、お
お
む

ね
5
人
以
上
（
島
し
ょ
在
住
者
）
で
組
織

し
、代
表
者
・
会
則
等
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
。

組
織
の
設
置
目
的
が
島
し
ょ
振
興
に
繋

が
る
も
の
で
、公
社
が
補
助
す
る
事
業
に

ふ
さ
わ
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
グ
ル
ー

プ
・
組
織
、団
体
に
対
し
て
補
助
す
る
制

度
で
す
。

　

補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、指
定
の
申

請
用
紙
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
事
業
﹈

・
特
産
品
開
発
助
成
…
各
島
の
地
域
資

源
を
利
用
し
て
、
新
し
い
特
産
品
を

試
作
す
る
な
ど
地
域
特
産
品
の
開
発

事
業

・
観
光
振
興
助
成
…
…
島
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
な

ど
観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す

る
事
業

・
人
材
育
成
事
業
…
…
島
の
資
源
を
利

用
し
て
島
お
こ
し
に
繋
が
る
よ
う
な

有
識
者
・
講
師
を
島
に
呼
び
講
座
を

開
催
し
、
島
し
ょ
の
未
来
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
事
業

﹇
補
助
金
額
﹈

・
対
象
経
費
の
5
分
の
4
以
内
と
し
上

限
額
1
0
0
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ

い
て
は
2
0
0
万
円
を
上
限
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
地
域
振
興

に
関
わ
る
補
助
事
業
の
う
ち
、
視
察

に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
事
業
の
対

象
と
し
な
い
。

﹇
事
業
期
間
﹈

　

平
成
19
年
3
月
31
日
ま
で

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に

　

つ
い
て
は
2
年
以
内
）

﹇
募
集
期
間
﹈

　

平
成
18
年
4
月
3
日
（
月
）

　
　

〜
平
成
18
年
5
月
19
日
（
金
）

﹇
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
﹈

・
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　

☎
（
２
）
１
４
４
４

　

㈶
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

　
　

☎
０
３
（
５
４
７
２
）
６
５
４
６

行
政
の
う
ご
き
2
月
10
日
〜
3
月
9
日

﹇
町
長
室
﹈▼
2
月
11
日
椿
の
女
王
コ
ン
テ

ス
ト
▼
2
月
17
日
地
域
特
産
品
の
成
果
品

発
表
会
▼
3
月
1
日
職
員
採
用
試
験
・
議

会
運
営
委
員
会
▼
3
月
2
日
議
会
全
員
協

議
会

﹇
水
道
課
﹈▼
2
月
10
日
東
京
都
簡
易
水
道

協
会
理
事
会

﹇
来
庁
者
﹈▼
2
月
27
日
み
ず
ほ
銀
行
大
島

支
店
長
▼
３
月
２
日
波
浮
港
漁
協
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【３月の予診票送付者】

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 154月
空室状況

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
あ
る
世
帯
主
と
対
象
と
な
る
お

子
様
（
2
名
連
名
）
宛
に
送
っ
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

　

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

・
母
子
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
接
種
を

完
了
し
て
い
な
い
方
で
通
知
が
来
な
い
場

合
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
昨
年
度
ま
で
に
す
で
に
予
診
票
を
配
布

し
て
い
る
場
合
に
は
、
改
め
て
お
知
ら

せ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
予
診
票
は
一
括
し
て
け
ん
こ
う
セ
ン
タ

ー
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
（
各
出
張
所

に
は
置
い
て
い
ま
せ
ん
）

「
麻
し
ん
・
風
し
ん
」の
予
防
接
種
の

受
け
方
が
変
わ
り
ま
す

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
、定
期
予
防
接
種

（
無
料
）
は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
み
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
に
ど
ち
ら
も

受
け
付
け
て
お
ら
ず
、ど
ち
ら
も
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
場
合
に
は
、２
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
前
日
ま
で
は
、新
制
度
に
よ
る
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
予
診
票
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
け
ん

こ
う
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的

勧
奨
の
差
し
控
え
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
健
康
局
か
ら
平
成
17
年
5
月

30
日
付
で
通
達
が
あ
り
、
同
年
6
月
よ
り

日
本
脳
炎
の
予
診
票
の
郵
送
を
中
止
し
て

い
ま
す
。

　

副
反
応
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ

と
を
十
分
理
解
し
、
納
得
し
た
上
で
保
護

者
の
判
断
で
予
防
接
種
を
特
に
希
望
す
る

場
合
は
、
同
意
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
２
）
８
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

土
屋

　 接種種類

ＢＣＧ 
三種混合
麻しん・風しん
二種混合
日本脳炎Ⅰ期
日本脳炎Ⅱ期

　　　 対象生年月日

H.17.11.14～H.17.12.9生まれ
H.17.11.14～H.17.12.9生まれ
H.17.3.1～H.17.３.31生まれ
H.7.3.1～H.7.3.31生まれ
予診票の送付を中止しています
予診票の送付を中止しています

予防接種の改正があり日本脳炎第3期（14歳
以上16歳未満の者）は廃止となりました。
（平成17年7月29日付） 

け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す

　

高
齢
者
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り
う
る
問

題
で
す
。あ
な
た
の
発
見
に
よ
り
、
虐
待
の

深
刻
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
考

え
て
見
ま
し
ょ
う

高
齢
者
虐
待
と
は

　

自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
、周
囲
か
ら

そ
の
意
思
を
尊
重
さ
れ
る
こ
と
、つ
ま
り
人

生
を
尊
厳
を
持
っ
て
過
ご
す
こ
と
は
、介
護

の
必
要
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
望
む

こ
と
で
す
。し
か
し
、現
実
に
は
、家
族
や
親

族
な
ど
が
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す
る「
高

齢
者
虐
待
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。高

齢
者
の
中
に
は
、辛
く
て
も
不
満
が
あ
っ
て

も
、声
を
出
せ
な
い
人
が
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
に
も
、そ
ん
な
人
は
い
ま

せ
ん
か
？

様
々
な
形
態
の
虐
待
が
あ
り
ま
す

　
「
高
齢
者
虐
待
」は
、
暴
力
的
な
行
為（
身

体
的
虐
待
）
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。暴
言

や
無
視
、
い
や
が
ら
せ（
心
理
的
虐
待
）、
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
さ
せ
な
い
、

世
話
を
し
な
い
な
ど
の
行
為（
介
護
・
世
話

の
放
棄
・
放
任
）や
、
勝
手
に
高
齢
者
の
資

産
を
使
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
行
為（
経
済
的

虐
待
）が
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、
中
に
は
、
性

的
な
い
や
が
ら
せ
な
ど
（
性
的
虐
待
）
も
あ

り
ま
す
。

自
覚
が
な
い
場
合
も
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん

　
「
高
齢
者
虐
待
」は
、虐
待
を
し
て
い
る
人

に
自
覚
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
や
親
族
な
ど
が
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
、
さ
さ
い
な
こ
と
と
思
っ
て
い
て
も
、
積

み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
者
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、ま

ず
、自
分
の
身
近
な
出
来
事
に「
疑
問
」を
持

ち
「
気
づ
く
」
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
し
て
、

気
が
つ
い
た
ら
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、左

記
の
関
係
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

住
民
課
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
）１
４
６
２

　
　

大
島
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
）４
８
５
４

高
齢
者
虐
待
防
止

　
　
　

尊
厳
あ
る
暮
ら
し
の

　
　
　
　
　
　

実
現
を
め
ざ
し
て
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平
成
18
年
2
月
10
日
（
金
）
午
後
3
時
か

ら
4
時
30
分
ま
で
、大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
平
成
17
年
度
第
2
回
大
島
医

療
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
等
は
、患
者
利
用
状
況
報
告
に
つ
い

て
、平
成
18
年
度
医
療
機
器
等
整
備
に
つ
い

て
、な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。　　
　
　

　

主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
患
者
利
用
状
況
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
患

者
利
用
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

外
来
患
者
数
４
８
，
１
３
８
人
、
入
院
患

者
数
２
，５
２
０
人
で
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
外
来
患
者
数
２
１
９
人
、入
院
患
者
数

２
９
８
人
の
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、4
月
か
ら
12
月
ま
で
を
比
較
し
ま

す
と
外
来
患
者
数
は
３
，０
３
７
人
増
加
の

７
０
，
３
０
０
人
、
入
院
患
者
数
は
１
５
９

人
減
少
の
３
，９
７
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
18
年
度
医
療
機
器
等
整
備
に
つ
い
て

・
超
音
波
白
内
障
手
術
装
置
、
視
力
眼
圧

計
の
購
入

　

現
在
、眼
科
診
療
は
島
外
の
医
師
に
委
託

し
、
井
上
眼
科
、
大
田
総
合
病
院
の
交
代
制

で
週
１
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
機
器
は
、リ
ー
ス
に
よ
っ
て
賄
っ
て

い
る
た
め
非
効
率
的
で
あ
る
の
で
、購
入
し

ま
す
。

　

な
お
、購
入
す
れ
ば
手
術
の
回
数
増
も
見

込
ま
れ
、安
定
し
た
医
療
の
供
給
が
図
ら
れ

ま
す
。

・
回
診
用
Ⅹ
線
装
置
の
購
入

　

現
在
、
回
診
用
Ⅹ
線
装
置
が
無
く
て
、
寝

た
き
り
等
の
入
院
患
者
や
緊
急
患
者
の
Ⅹ

線
検
査
に
苦
慮
し
て
い
る
の
で
、
購
入
し
、

患
者
負
担
の
軽
減
及
び
医
療
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

・
医
療
セ
ン
タ
ー
救
急
外
来
口
改
修

　

強
い
雨
や
台
風
の
と
き
雨
水
が
救
急
外

来
口
か
ら
浸
水
し
、救
急
患
者
の
搬
送
時
な

ど
に
不
便
を
き
た
し
て
お
り
、ま
た
危
険
な

状
況
で
も
あ
る
の
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
、排
水
溝

を
取
り
付
け
改
修
し
、安
全
対
策
に
つ
と
め

ま
す
。

○
そ
の
他
に
各
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意

見
、
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

乳
が
ん
検
診
用
機
器
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
の
導
入
に
つ
い
て
、前
回
の
協
議
会

で
は
積
極
的
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

価
格
が
非
常
に
高
価
な
こ
と
、新
た
な

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、医
師
及

び
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
の
読
影
、撮
影
の
資

格
を
有
す
る
こ
と
、な
ど
が
導
入
に
あ
た

っ
て
は
必
要
と
な
る
の
で
、19
年
度
以
降

の
課
題
と
し
ま
す
。

　
　

し
か
し
、乳
が
ん
検
診
は
17
年
度
と
同

様
、島
外
か
ら
検
診
班
を
招
聘
し
て
実
施

し
ま
す
。

Ｑ　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
に
8
時
に
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
有
難
い
が
、入
っ

た
順
番
に
受
付
が
出
来
る
よ
う
番
号
札

な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ　

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
も
な
る
の
で
、今

の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
防
災
対
策
や
赤
字
解
消
策

を
不
安
と
す
る
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
会
議
録
を
役
場
け
ん
こ
う
課
、
各

出
張
所
、図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
下
さ
い
。

　

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
は
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
も
と
、開
設
3
年
目
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

院
長
以
下
ス
タ
ッ
フ
一
同
、こ
こ
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、安
心
し
て
生
活
で
き
る

医
療
を
構
築
し
、
常
に「
皆
様
に
愛
さ
れ
る

医
療
セ
ン
タ
ー
」を
念
頭
に
置
き
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
、
提
案
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
申
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
点
に
つ
い
て
、
ご
協
力
願
い

ま
す
。

　
　１　

予
約
受
付
時
間

　
　

① 

総
合
案
内
に
て

　
　
　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

　
　

② 

電
話
に
て

　
　
　

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

２　

診
療
時
間

　
　

① 

午
前　

9
時
か
ら
正
午

　
　

② 

午
後　

1
時
30
分
か
ら
3
時
30
分

３　

面
会
時
間

　
　

① 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

　
　
　

午
後
1
時
か
ら
午
後
9
時

　
　

② 

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
祭
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
9
時

※
今
後
は
、定
期
的
に
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
☎（
２
）２
３
４
５

　
　
　
　

予
約
専
用　

☎（
２
）２
３
４
６

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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親
子
で
楽
し
む
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

﹇
日　

時
﹈
7
月
17
日
･
9
月
9
日

　
　
　
　
　

9
月
23
日　

午
後
2
時
開
演

﹇
内　

容
﹈
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

﹇
入
場
料
﹈
小
中
学
生　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
上　

１
，
０
０
０
円

楽
し
く
学
ぶ
！
米
村
で
ん
じ
ろ
う
の

　

   

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

﹇
日　

時
﹈

　
　
　

6
月
3
日
･
6
月
10
日
･
6
月
17
日

　
　
　

6
月
24
日
･
7
月
1
日
･
7
月
24
日

　
　
　

7
月
26
日　

午
後
2
時
開
演

﹇
内　

容
﹈
空
気
の
不
思
議
大
実
験
！
声
変

わ
り
ハ
ウ
ス
実
験
・
科
学
特
捜
隊
実
験

コ
ー
ナ
ー
・
風
船
ま
き
ま
き
実
験

﹇
出　

演
﹈
米
村
で
ん
じ
ろ
う
と
科
学
特
捜
隊

﹇
入
場
料
﹈
無
料

●
コ
ン
サ
ー
ト
と
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
の

﹇
対
象
者
﹈
多
摩
・
島
し
ょ
の
小
中
学
生
を

中
心
と
し
た
親
子
（
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
）

﹇
申
込
方
法
﹈
郵
便
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
電
話

番
号
、
参
加
希
望
人
数
と
全
員
の
氏
名
・

学
年
（
年
齢
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
先
﹈
〒
1
8
3
│

0
0
0
1
府
中
浅

間
郵
便
局
留　

子
ど
も
体
験
塾
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
○
係
又
は
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
○

　

係（
○
は
希
望
会
場
名
を
、
託
児
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
の
方
は「
託
児
希
望
」と
明
記
）

﹇
申
込
期
限
﹈

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト　
　

　

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル　

5
月
24
日

　

三
鷹
市
公
会
堂　
　
　
　
　

７
月
19
日

　

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩　
　
　
　

７
月
19
日

　

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー　
　
　

5
月
15
日

※
７
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
会
場
名
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
詳
し
い
内
容
は
、

　

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
事
務
局

　
　
　

☎
０
４
２
（
３
８
５
）
３
４
４
８

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
２
（
３
８
５
）
７
４
２
２

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.taik

en
ju
k
u
.jP
/

子
ど
も
た
ち
に
感
動
体
験

東
京 

39
市
町
村
共
同
事
業

「
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
」

東
京 

39
市
町
村
共
同
事
業

「
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
」

生

徒

募

集

□
高
等
学
校
普
通
科
卒
業
の
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。

□
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
れ
ば
何
歳
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

□
授
業
の
時
間
帯
は
午
後
5
時
30
分
か
ら

午
後
9
時
10
分
で
す
。

﹇
願
書
受
付
﹈

　

◆
３
次
募
集

　
　
　

４
月
10
日（
月
）・
11
日（
火
）

　

◆
４
次
募
集

　
　
　

４
月
19
日（
水
）・
20
日（
木
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

定
時
制
に
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
遠

慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

大
島
高
等
学
校
☎
（
２
）
１
４
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
校
長　

坂
上

大
島
高
校
定
時
制

○
ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組

﹇
著
者
﹈那
須
正
幹

﹇
発
行
﹈ポ
プ
ラ
社

 

あ
の
ズ
ッ
コ
ケ
三

人
組
も
28
年
を
経
て
、

不
惑
の
歳
を
迎
え
た
。
あ
の
ハ
チ
ベ
イ
、

ハ
カ
セ
、
モ
ー
ち
ゃ
ん
の
人
生
は
？

○
新
こ
ど
も
文
学
館
46

ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
講
座

﹇
著
者
﹈那
須
正
幹   ﹇
発
行
﹈ポ
プ
ラ
社

○
や
ま
な
い
雨
は
な
い

　
　

妻
の
死
、
う
つ
病
、
そ
れ
か
ら
…

﹇
著
者
﹈倉
嶋　

厚   ﹇
発
行
﹈文
春
文
庫

○
私
の
遺
言

﹇
著
者
﹈佐
藤
愛
子   ﹇
発
行
﹈新
潮
社

　

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

開
館
時
間　

平
日
・
日
曜
日
・
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

休
館
日　

月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　
　
　
　

（
土
日
が
祝
日
の
場
合
は
休
館
）

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

大
島
町
図
書
館　

☎（
2
）2
3
9
2





21 18 4
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大
島
公
園
だ
よ
り
№
９１

山
内　

永
遠
く
ん　
　
　

一
文
・
和
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
／
8
（
泉　

津
）

幡
野　

丈
一
郎
く
ん　
　

秀
・
寛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
／
22
（
元　

町
）

2
／
6
〜
3
／
5
ま
で
に

　

届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　

父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
／
日　

住　

所

と　

わ

じ
ょ
う
い
ち
ろ
う

　

大
島
自
然
愛
好
会
で
は
年
に
数
回
、自
然

観
察
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ど
な
た
で
も

歓
迎
で
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。（
担
当
者
が
ご
案
内
し
ま
す
が
、
自
己
責

任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）
お
問
い
合
わ
せ
等

は
担
当
者
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
秘
境
ツ
ア
ー
（
雨
天
中
止
）

　

4
月
22
日
（
土
） 

　

13
時
大
島
公
園
駐
車
場
集
合

  

（
17
時
頃
ま
で
に
は
解
散
の
予
定
）

　

黒
崎
か
ら
馬
の
背
に
か
け
て
歩
き
ま
す
。

山
歩
き
の
格
好
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　

担
当　

小
川　

☎
（
２
）
２
５
１
０

○
八
丈
島
観
察
会

　

5
月
27
日
（
土
）
〜
29
日
（
月
）

　

直
通
飛
行
機
が
八
丈
島
に
行
く
の
を
利

用
し
て
、
八
丈
島
で
自
然
観
察
し
ま
す
。

申
込
み
締
め
切
り
4
月
27
日
ま
で
。

（
航
空
券
は
各
自
購
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　

 

担
当　

小
川　

☎
（
２
）
２
５
１
０

﹇
日
時
﹈

　

5
月
8
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

　
　

午
後
5
時
30
分
〜
午
後
9
時
10
分

﹇
場
所
﹈
大
島
高
等
学
校

﹇
時
間
割
﹈

　

当
日
、
受
付
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

○
少
人
数
、
働
き
な
が
ら
学
べ
る
環
境
、
給

食
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

○
ご
希
望
の
方
に
は
、個
別
に
進
路
相
談
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
右
記
期
間
以
外
で
も
、皆
様
の
ご
来
校
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

大
島
高
等
学
校　

☎
（
２
）
１
４
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
校
長　

坂
上

﹇
内 

容
﹈
寄
せ
植
と
苔
玉
づ
く
り

﹇
日 

時
﹈
4
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

﹇
場 

所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費 

用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主 

催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

51
回
「
椿
ま
つ
り
」
も
関
係
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。今
期
は
、
常
春
の
大
島
で
も

厳
し
い
冷
え
込
み
と
な
り
、開
花
の
遅
れ
に

心
配
し
き
り
で
し
た
が
、椿
園
並
び
に
椿
プ

ラ
ザ
も
賑
わ
い
を
見
せ
、沢
山
の
お
客
様
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

騒
が
去
り
、
静
け
さ
の
戻
っ
た
園
内

に
、
今
、
大
島
桜
が
清
楚
な
白
い
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。伊
豆
諸
島
に
自
生
す
る

（
伊
豆
半
島
、
房
総
半
島
を
含
め
る
説
も
あ

り
）こ
の
桜
に
、
な
ぜ「
大
島
」の
名
が
付
い

た
の
で
し
ょ
う
？
大
島
で
は
、炭
焼
き
や
三

尺
の
材
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
育
て
、

植
え
た
と
い
う
文
化
と
、三
原
山
か
ら
な
る

気
候
風
土
に
よ
り
、そ
の
数
が
絶
対
的
に
多

か
っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。１
９
７
６
年

の
植
生
図
で
は
、桜
の
生
え
る
林
は
島
の
面

積
の
４
割
強
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、花
時

は
島
中
を
白
く
染
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。林

産
品
の
需
要
が
な
く
な
り
、人
が
山
へ
入
る

こ
と
の
な
く
な
っ
た
現
在
で
は
、
老
桜「
桜

株
」の
枝
先
に
咲
く
白
い
花
を
眺
め
、
往
時

を
偲
ぶ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

た
、
花
が
美
し
い
ば
か
り
で
な
く
染

井
吉
野
や
河
津
桜
、
楊
貴
妃
や
普
賢

像
な
ど
多
く
の
里
桜
の
母
樹
で
も
あ
り
、椿

と
並
び
称
す
る
島
の
誇
る
花
と
言
え
ま
す
。

そ
う
で
あ
れ
ば
尚
、大
島
の
名
を
冠
に
頂
い

た
大
島
桜
の
見
ど
こ
ろ
、名
所
が
な
い
こ
と

を
残
念
に
思
い
つ
つ
、夢
を
思
い
描
い
て
し

ま
い
ま
す
。日
本
三
代
桜
の「
滝
桜
」の
あ
る

福
島
県
の
三
春
町
は
、春
を
待
ち
わ
び
た
梅
、

桃
、桜
が
咲
き
競
う
こ
と
に
町
の
名
は
由
来

す
る
そ
う
で
す
。素
敵
で
す
よ
ね
。真
似
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
園
に
は
、
日

本
随
一
の「
椿
園
」が
あ
り
ま
す
。道
を
隔
て

た
海
側
に
、
大
島
桜
の
見
ど
こ
ろ
、
名
所
と

な
る「
桜
園
」が
あ
っ
た
ら
。加
え
て
、
馥
郁

た
る
香
り
漂
う「
梅
園
」も
。椿
、梅
、桜
が
咲

き
競
う
様
は
、正
に
、シ
ャ
ン
グ
リ
ラ（
理
想

郷
）を
思
わ
せ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
美
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

い
描
く
夢
は
、観
光
客
の
方
は
も
と
よ

り
、島
中
の
皆
さ
ん
が
お
花
見
に
来
て

い
た
だ
け
る
そ
ん
な
「
椿
園
・
桜
園
・
梅

園
」の
夢
で
す
。今
は
、小
さ
な
夢
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
島
民
皆
さ
ん
の
夢
に
な
っ
た
ら
、

正
夢
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
佐　

野
）

第喧ま

思

〜
定
時
制
の
授
業
を
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
〜

大
島
高
校
定
時
制

授
業
公
開
の
お
知
ら
せ
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2
／
6
〜
3
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

松
下　

吉
雄
さ
ま
（
90
・
北
の
山
）
2
／
9

丹
羽　

作
美
さ
ま
（
79
・
差
木
地
）
2
／
12

　

坂　

勤
さ
ま　

（
81
・
ク
ダ
ッ
チ
）
2
／
14

渡
邊　

光
信
さ
ま
（
79
・
ク
ダ
ッ
チ
）
2
／
15

山
内　

長
宗
さ
ま
（
77
・
元　

町
）
2
／
18

那
知　

立
光
さ
ま
（
77
・
元　

町
）
2
／
22

平
川　

林
藏
さ
ま
（
65
・
野　

増
）
2
／
23

白
井　

藤
乃
さ
ま
（
72
・
差
木
地
）
3
／
3

中
村　

延
𠮷
さ
ま
（
87
・
元　

町
）
3
／
5

航
空
便
発
着
時
刻
表

4
月
1
日
〜
4
月
３０
日

東 京　　大 島　　東 京便名 機　種

841

842
DHC－8

8：35発

10：10着

9：10着

9：35発

八丈島　　大 島　　東 京便名 機　種

850

844
B737－500

11：55発

13：35着

12：35着

13：05発

東 京　　大 島　　八丈島便名 機　種

843

849
B737－500

13：55発

15：35着

14：30着

15：00発

●
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
１
２
０
（
０
２
９
）
２
２
２

●
貨
物
運
航
等
の
問
い
合
わ
せ

　

☎
（
２
）
２
３
３
７

﹇
日　

時
﹈
4
月
16
日
（
日
）

﹇
集
合
場
所
﹈

﹇
順　

路
﹈

﹇
時　

間
﹈

﹇
持　

参
﹈

﹇
条　

件
﹈

問い合わせ、相談、
要望等は下記へ
ご連絡ください。

《
O
W
C
伊
豆
大
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
》

（この先の予定）
  5月21（日） つつじウォーク

丸
尾　
時
彦
☎（
４
）０
４
９
８

諸
星　
光
喜
☎（
２
）１
８
９
０

井
上　
智
雄
☎（
４
）１
９
２
１

田
村　
孝
治
☎（
４
）１
２
３
４

高
橋　
敏
生
☎（
４
）１
２
７
１

山
嵜
日
出
男
☎（
２
）８
２
６
３

　

4
月
12
日（
水
）Ｐ
Ｍ
7
：
00
〜
9
：
00

　

4
月
23
日（
日
）Ｐ
Ｍ
1
：
30
〜
3
：
30

﹇
募
集
人
員
﹈
8
名　

1
人
参
加
可

カ
ー
ド
、
書
票
、
は
が
き
、
な
ど
好
み
に

応
じ
て
で
き
ま
す
。
体
験
や
今
後
版
画
を

習
っ
て
み
た
い
方
な
ど
。

﹇
参
加
費
﹈

各
２
，０
０
０
円　

材
料
費
別（
版
木
）な
ど

4
月
12
日（
水
）Ｐ
Ｍ
1
：
15
〜
4
：
15

4
月
19
日（
水
）Ｐ
Ｍ
1
：
15
〜
4
：
15

4
月
26
日（
水
）Ｐ
Ｍ
1
：
15
〜
4
：
15

﹇
参
加
費
﹈　

各
１
，５
０
０
円

﹇
募
集
人
員
﹈
10
名　

1
人
参
加
可

わ
ら
が
着
く
の
で
汚
れ
て
も
良
い
仕
度
で
。

板
を
使
っ
た
道
具
利
用
は
４
人
ま
で

　

4
月
16
日（
日
）Ｐ
Ｍ
1
：
00
〜
3
：
00

﹇
参
加
費
﹈　

１
，5
0
0
円

﹇
募
集
人
員
﹈
10
名　

1
人
参
加
可

﹇
持
ち
物
﹈　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
印
、パ
ッ
ク
な
ど

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

　
　

☎
0
9
0
（
7
8
4
6
）
8
2
7
3

テ
ー
マ　
「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
（
キ
ャ
ン
プ

＆
砂
漠
ハ
イ
ク
）

内　

容　

キ
ャ
ン
プ
生
活
体
験
と
裏
砂
漠
ハ

イ
キ
ン
グ

日　

程　

5
月
27
日
（
土
）
〜

　
　
　
　

5
月
28
日
（
日
）〈
１
泊
２
日
〉

集
合
場
所
及
び
時
間

当
日
の
入
港
地
に
6
時
集
合
、
セ

ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
バ
ス
出
迎
え

（
直
接
ロ
ッ
ジ
に
6
時
30
分
集
合

で
も
可
〈
要
予
約
〉）

定　

員　

30
名
（
抽
選
、
最
低
実
施
定
員
は

15
名
）

対　

象　

小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

費　

用　

8
千
円
（
１
泊
４
食
付
）

申
込
期
間

　

4
月
１
日（
土
）〜
４
月
23
日（
日
）
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

海
の
ふ
る
さ
と
村
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ

　
　
　

☎（
４
）
１
１
３
７

﹇
練
習
日
﹈
4
月
19
日（
水
）・
4
月
26
日（
水
）

﹇
時　

間
﹈
午
後
7
時
30
分
〜
午
後
9
時

﹇
場　

所
﹈
さ
く
ら
小
学
校　

音
楽
室

﹇
曲　

名
﹈
サ
ン
ラ
イ
ズ
，
サ
ン
セ
ッ
ト

﹇
連
絡
先
﹈
☎
（
2
）3
5
9
3
（
寺
田
洋
子
）

　
　
　
　
　
　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

海
の
ふ
る
さ
と
村（
大
島
公
園
）

﹇
日
時
﹈
4
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
開
演
〜
9
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

1
階　

大
会
議
室

﹇
演
題
﹈

　

「
ど
う
し
て
変
え
る
の
？
日
本
の
憲
法
」

﹇
講
師
﹈
小
森　

陽
一
氏
（
東
京
大
学
教
授

　
　

憲
法
九
条
の
会
事
務
局
長
）

﹇
主
催
団
体
﹈

　
　

平
和
と
憲
法
を
語
る
大
島
の
会

　
　

会
長　

相
沢　

良
一

﹇
連
絡
先
﹈
中
田　

保　

☎（
4
）1
0
2
1

　
　
　
　
　

入
場
無
料
・
送
迎
バ
ス
あ
り

講
演
会
の
お
知
ら
せ




